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市民協働による尾崎咢堂関係資料の整理・活用について

　　　　　木村 弘樹
尾崎行雄を全国に発信する会

ここではその主なものや特徴のある資料を紹介すること
とする。
　①天野望家寄贈資料
　尾崎咢堂関係資料の中で最初に収集し、そしてこれま
で最も多く展示などで活用されているものが、緑区鳥屋
の天野望家からの寄贈資料である。この資料は、平成 18
年（2006）3 月の旧津久井町と旧相模原市の合併を機に、
津久井町長であった天野望氏より寄贈されたものである。
天野家は、別添「尾崎咢堂関係系図」のとおり尾崎咢堂
の妹 千代子の嫁ぎ先であり、その関係で尾崎咢堂からの
書簡のほか、生前尾崎咢堂自身が所有していた文書類、
新聞・雑誌類、写真類など 230 点もの資料が残されていた。
この天野家関係資料については、当館の『研究報告第 16
集 2007』に「尾崎行雄関係文書目録」として紹介され、
230 点の資料目録も掲載されている。
　②服部行丸家寄贈資料
　服部行丸氏は尾崎咢堂の晩年に咢堂を公私で支え、付
き添った慶応病院の元看護婦 服部フミ氏の甥（フミ氏は
母親の妹で、かつ義母）である。服部家の資料は、平成
19 年（2007）に寄贈されたもので、尾崎咢堂と服部フミ
氏の写る写真や咢堂を描いた絵葉書など全 14 点である。
なお、服部行丸氏によれば、その他のフミ氏の遺品の多
くは、平成初めごろに憲政記念館に寄贈されたとのこと
で、当館への寄贈資料についてはその後整理の中で出て
きたものである。
　③峯尾実家寄贈資料
　峯尾家は、別添「尾崎咢堂関係系図」のとおり尾崎咢
堂の父 尾崎行正の実家で、行正は嘉永４年（1851）に尾
崎家の養子となっている。峯尾実家資料は、平成 20 年

（2008）に寄贈されたもので、15 点全てが写真資料であり、
特に父 尾崎行正や、尾崎咢堂の最初の妻 繁の写真、尾
崎咢堂の幼・青年期を含む写真などがあり貴重なもので
ある。
　④戸田美紀子氏寄託資料
　戸田美紀子氏は、別添「尾崎咢堂関係系図」のとおり
尾崎咢堂の四男 行輝氏の孫にあたる方である。戸田家の

はじめに
　尾崎行雄（以下、号の「尾崎咢堂」と記す）は、現在
の市内緑区又野出身の政治家である。咢堂は、明治 23 年

（1890）の第１回衆議院総選挙から連続 25 回 63 年にわた
り、明治・大正・昭和と日本の議会政治の黎明期から戦
後に至るまで衆議院議員を務めている。そして、藩閥政
治打破・議会政治の確立を追い求め護憲運動を行ったこ
となどから、「憲政の神」、「議会政治の父」などと呼ばれ
ている。
相模原市立博物館（以下「当館」と記す）では、平成 18
年 3 月の旧津久井町との合併前後から尾崎咢堂に関わる
資料の収集を始めた。収集資料については、資料所蔵者
の意向により寄贈・寄託の 2 種類があるが、平成 30 年
12 月現在で尾崎咢堂に関わる資料数は、別添表 1 のとお
り 26 件、938 点に及ぶ。
　本稿では、現在収蔵している尾崎咢堂関係資料 938 点
の概要、平成 29 年度に同資料の再点検、整理、収納、目
録作成を「尾崎行雄を全国に発信する会」（注 1）への委
託事業として行った「尾崎咢堂資料整理・目録作成事業」
について記す。そして、その成果として平成 30 年度に尾
崎咢堂記念館にて開催した企画展「明治期の資料に見る
尾崎咢堂」についても紹介する。

尾崎咢堂関係資料の概要
　現在、当館に収蔵されている尾崎咢堂関係資料は別添
表 1 のとおり 26 件、938 点である。その内訳は、寄贈資
料が 23 件 329 点、寄託資料が 3 件 609 点で、一部「尾崎
行雄を全国に発信する会」からの寄贈のほかは、ほとん
どが個人からの寄贈・寄託である。
　しかし、尾崎咢堂関係資料については、企画展などに
おいて一部の資料を展示して活用を図ったのみで、寄贈・
寄託資料に関する紙面での記載は、当館の『研究報告第
16 集 2007』に「尾崎行雄関係文書目録」として天野望
家からの寄贈資料を紹介した１件のみである。
　本来であれば尾崎咢堂関係資料全点の資料目録を掲載
すべきであるが、紙面及び承諾等の関係で難しいため、
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ができ、今後の展示などにおいて有効的な活用を図るこ
とができるようになった。その最初の成果として開催し
たのが、平成 30 年度の尾崎咢堂記念館での企画展「資料
で見る明治期の尾崎行雄（咢堂）」である。

　尾崎咢堂記念館企画展
　「資料で見る明治期の尾崎行雄（咢堂）」
　平成 30 年は、明治改元から 150 年、そして、尾崎咢堂
生誕 160 年にあたる年であった。全国的に明治 150 年関
連の企画展や事業が行われる中、尾崎咢堂記念館におい
ても企画展の開催を計画した。この企画展の開催につい
ても尾崎咢堂に関係する知識、人脈、資料の収蔵や所在
状況などに明るい「尾崎行雄を全国に発信する会」への
委託事業とし、同会と展示内容などについて検討を行っ
た。
　検討の結果、明治 150 年及び尾崎咢堂生誕 160 年に関
連する展示で、かつ前年度に実施した尾崎咢堂関係資料
整理・目録作成の成果を活かす内容とするべく、企画展
のタイトルを「明治 150 年・尾崎咢堂生誕 160 年記念　
資料で見る明治期の尾崎行雄（咢堂）」とした。
　この企画展は、平成 30 年 7 月 14 日から 9 月 2 日まで
尾崎咢堂記念館の常設展示を一部展示替えして開催した。
展示内容は、①父 尾崎行正と咢堂幼少期、②青年期の尾
崎咢堂、③明治期にかかわった主な人物、④東京市長時
代の尾崎咢堂の４つのコーナーを設けた。
　①の父 尾崎行正と咢堂幼少期では、峯尾実家寄贈の写
真資料や、記念館に隣接する和光家（尾崎家の敷地の現
地管理を行っていた）寄贈の行正使用とされるヤリの柄
などを展示した。②の青年期の尾崎咢堂では、著作物の
発行年を記した年表とともに、『退去目録』など青年期の
尾崎咢堂の著作物などを紹介した。③の明治期にかかわ
った主な人物としては、福沢諭吉、大隈重信など 8 人の
人物を取り上げ、また、明治 14 年の英国滞在中の日記を
展示し、大隈重信の爆弾襲撃を聞いたことなどが記され
た部分を公開した。そして、④の東京市長時代の尾崎咢
堂では、明治 43 年（1910）のベルギーでの万国博覧会、
米国訪問（桜の寄贈についても調整したと思われる）時
の乗船名簿、歓迎会における席札などの展示を行った。
これらの資料は初公開資料も多数あり、前年度の資料整
理の成果を最も反映することができた。
　また、関連事業として開催した 2 回の展示解説＆ギャ
ラリートークには、延べ 30 名の参加があり、参加者には
より深く展示の趣旨、資料の内容を理解していただけた
であろう。

資料は、平成 21 年（2009）に寄託されたもので、尾崎咢
堂筆の書画、掛軸や、「祖父関係　佐々木清香保存」と明
記のある箱に収められていた尾崎咢堂の長女佐々木清香
が保存していた咢堂や行輝からの書簡など全 116 点もの
資料群である。
　⑤尾崎行和氏寄託資料
　尾崎行和氏は、別添「尾崎咢堂関係系図」のとおり尾
崎咢堂の四男 行輝氏の孫になる。尾崎行和家の資料は、
平成 22 年（2010）に寄託されたもので、咢堂筆の書画、
掛軸、書籍類、書簡、短歌、演説草稿、写真（行輝氏や
その子行良氏【寄託者尾崎行和氏の父】兄弟などが多い）
など全 486 点もの膨大な資料群である。特に、尾崎咢堂
が英国滞在中の明治 14 年及び終戦の昭和 20 年など直筆
の日記や、与謝野晶子、鉄幹との短歌会にかかわる書簡
などは特筆すべき資料である。

　平成 29年度の「尾崎咢堂資料整理・目録作成事業」
　これまでの当館への尾崎咢堂関係資料の寄贈・寄託に
ついては、「尾崎行雄を全国に発信する会」や「銚子咢堂
会」（注２）の団体からも一部あるが、ほとんどが個人か
らのものである。資料の寄贈・寄託の申し出は、当館へ
の直接連絡もあるが、「尾崎行雄を全国に発信する会」を
介しての申し出や情報が寄せられたものも多く、同会の
存在は尾崎咢堂関係資料の収集において大きな役割を果
たしている。
　また、平成 26 年度より 28 年度まで 3 年にわたり博物
館と「尾崎行雄を全国に発信する会」の協働事業にて、
尾崎咢堂記念館の展示替え、企画展、講演会、ゆかりの
地マップ作成、同マップを活用したツアー、尾崎咢堂ゆ
かりの里帰り桜（「咢堂桜」と名付けられている）の植栽・
育成・配布などを行った。
　そこで、平成 29 年度に委託事業にて尾崎咢堂関係資料
の整理を行うにあたり、尾崎咢堂及びその資料について
理解が深い「尾崎行雄を全国に発信する会」に本事業を
委託することとした。委託事業の内容は、当館の古文書
収蔵庫、特別収蔵庫に保管されていた資料の再点検、整理、
収納、目録作成を行うもので、作業（写真 1）は平成 30
年 2 月 8 日から 2 月 22 日までのうち 5 日間で、同会員 6
名が延べ 76 時間参加して実施した。
　その結果、尾崎咢堂関係資料については特別収蔵庫内
の一つの場所に収納し（写真 2）、表 1 のとおり 26 件、
938 点の目録を作成した。その中には、尾崎咢堂直筆の
日記などこれまで注目されていなかった咢堂の活動や業
績にかかわる貴重な資料があらためて確認された。
　委託作業の結果、資料の良好な保存・管理を行うこと
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て開催した平成 30 年度の尾崎咢堂記念館での企画展につ
いて紹介した。
　当館では今後も引き続き尾崎咢堂関係資料を良好に保
存し、資料目録を活用し、企画展などで紹介を図ってい
く予定である。そして、市内出身の郷土の偉人である尾
崎咢堂の業績を少しでも多くの方に知っていただけるよ
う取り組んでいきたい。

まとめ及び今後の活用について
　今回は、尾崎咢堂関係資料を中心に、その概要、整理・
目録作成事業と資料を活用した企画展について紹介した。
尾崎咢堂関係資料については、これまで天野望家資料以
外は報告されていなかったが、その他の寄贈・寄託資料
の概要について初めて紹介することができた。
　また、尾崎行雄を全国に発信する会への委託事業とし
て実施した整理・目録作成作業の内容と、その成果とし

表 1　尾崎咢堂関係資料目録
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写真 1　資料の再点検、整理、収納作業 写真 2　資料の再点検、整理、収納作業

第 1図　尾崎咢堂関係系図
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②青年期の尾崎咢堂（著作本・翻訳本などの紹介）
　（１）英国議院政治論（明治 15 から 16 年）
　（２）退去目録（明治 21 年）
　（３）権利提綱自序（文末に「琴泉少史尾崎行雄」）
　（４）愕堂集（明治 42 年）
　（５）The Japanese Fairy Book（明治 35 年）
　その他、深く親交のあった人物などの著作等も紹介

企画展展示資料解説（尾崎行雄を全国に発信する会作成）

①父 尾崎行正と咢堂幼少期
　（１）陣中日記（加藤景末家資料）
　（２）尾崎行正写真
　（３）伝尾崎行正使用のヤリの柄
　（４）尾崎行正看護者一同の写真（大正 5 年）
　（５）尾崎行正と看護人 6 人の写真（大正 5 年）
　（６）尾崎行正から行昌（行正の四男）への書簡
　（７）尾崎行雄の写真（17、18 歳頃）
　（８）尾崎行雄の写真（21、22 歳頃）
　（９）尾崎行雄の写真（23、24 歳頃）
　（10）尾崎行雄の写真大礼服（文部大臣又は司法大臣時）
　（11）尾崎行雄の写真和装 2 枚（年代不詳）
　（12）尾崎繁の写真（明治 14 年）
　（13）尾崎繁の写真（明治 34 年）
　（14）手控（尾崎繁の日記）（明治 36 年）
　（15）尾崎繁から尾崎行衛（行雄・繁の三男）への書簡

写真 4　企画展関連事業のギャラリートーク

第 2図　平成 30年度企画展ポスター

写真 3　企画展作業風景

写真 5　尾崎行正が参加した断金隊隊士の日記「陣中日記」
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注１ 　「尾崎行雄を全国に発信する会」は、郷土の偉人尾
崎行雄の業績を顕彰するため平成元年に発足した団
体で、当初はドラマ化の要望をＮＨＫに行うなどの
働きかけを行った。現在の会員は 90 名で、近年は、
尾崎行雄（咢堂）杯演説大会、米国に贈った桜の孫
になる里帰り桜（「咢堂桜」と命名）の育成・配布、
尾崎咢堂記念館の各種普及事業に尽力している。

注２ 　「銚子咢堂会」は、尾崎咢堂の支援団体の一つ。資
料は同会の発起人の一人で、尾崎咢堂が銚子に来訪
した際の宿舎として「思

し が く あ ん

咢庵」を建てた越川芳麿氏
が所蔵していたもの。

　　 　尾崎の選挙区は三重県であったが、人望が厚く、
選挙区以外でも東京、逗子、銚子、川越、甲府、信越、
名古屋、大阪、京都などに大小の有志の会があった。
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写真７　尾崎市長の内郷村訪問写真


